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十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
の
日
程

で
、
幸
田
町
友
好
親
善
訪
問
の
旅
を
行
い
、

市
長
を
団
長
と
し
て
総
勢
百
名
の
方
が
参
加

し
、
幸
田
町
の
視
察
、
交
流
会
等
を
行
っ
た
。

今
後
も
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
と

し
て
締
結
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
今
回
、
島
原
市
か
ら
訪
問
し
た
の
で
、

来
年
度
は
本
市
へ
幸
田
町
か
ら
訪
問
団
が
来

ら
れ
る
予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
際
に

は
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
も
て

な
し
で
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
姉
妹

都
市
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
交
流
や

機
運
の
盛
り
上
が
り
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

市
議
会
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
年
の
四
月
か
ら
小
・
中
学
生
の
医
療

費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
が
、
償
還
払
い
方

式
の
た
め
、
市
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

手
続
き
に
手
間
が
か
か
る
。
現
物
給
付
に
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
県
内
で
は
小
・
中
学
生
を
制
度
の
対
象

と
し
て
い
な
い
市
町
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

物
給
付
の
実
施
に
当
た
り
必
要
と
な
る
県
と

医
療
機
関
等
と
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
償
還
払
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
た
め
、
県
に
直
接
出
向
き
、
現
物
給
付

の
早
期
導
入
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
農
業
委

員
会
法
が
改
正
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

　
　
現
在
、
選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
と
選
任

に
よ
る
農
業
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

改
正
後
は
、
す
べ
て
、
市
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
委
員

の
定
数
は
農
業
者
数
や
農
地
面
積
に
よ
り
基

準
が
あ
り
、
本
市
の
場
合
、
上
限
が
十
九
名

と
な
る
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
た
に
設
け

ら
れ
、
本
市
の
場
合
は
定
数
の
上
限
が
十
九

名
と
な
る
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
は
農
林
水
産
業
の
経
営
安
定
対
策
を

す
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　
　
米
は
、
輸
入
量
相
当
分
の
国
産
米
を
政

府
が
備
蓄
米
と
し
て
購
入
す
る
よ
う
に
見
直

さ
れ
る
。
牛
肉
、
豚
肉
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
経
営
安
定
対
策
事
業
の
補
填
割
合
や
国
庫

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

QQ AA

QAQA

議員

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て

よ
み
が
え
る
の
か
「
銀
水
」

幸
田
町
友
好
親
善
訪
問
に

つ
い
て

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に

つ
い
て

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
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概
要
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
島
原
の
良
質
な
商
品
の
紹
介
、
テ
ス
ト

販
売
に
よ
る
購
買
動
向
の
調
査
、
人
脈
の
構

築
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
情
報
交
換
を

目
的
に
、
十
月
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

イ
オ
ン
香
港
コ
ー
ン
ヒ
ル
店
で
行
っ
た
。
香

港
総
領
事
も
出
席
し
て
の
セ
レ
モ
ニ
ー
や
商

談
会
も
行
い
、
今
後
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　
　
ど
の
よ
う
な
商
品
を
出
展
し
た
の
か
。

　
　
二
十
四
事
業
者
の
九
十
四
品
目
、
一
万

千
六
百
点
の
商
品
を
輸
出
し
販
売
も
行
っ

た
。
現
地
に
は
十
四
業
者
が
参
加
し
て
商
談

を
行
っ
た
。

　
　
成
果
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
す
で
に
注
文
等
も
入
っ
て
お
り
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
成
果
と
し

て
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
実
務
や
価

格
設
定
、
人
脈
づ
く
り
な
ど
で
、
今
後
輸
送

コ
ス
ト
の
低
減
、
納
期
な
ど
契
約
の
遵
守
、

輸
出
事
務
の
シ
ス
テ
ム
、
商
品
ロ
ッ
ト
の
確

保
、
鮮
度
や
賞
味
期
限
な
ど
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

　
　

　
　

今
後
の
活
用
は
。
復
活
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

　
　
地
域
の
元
気
づ
く
り
や
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
現
在
、
管
理
運
営
等

の
整
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
保
存
修
理
を

行
い
、
地
域
の
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て
利

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

①
四
世
代
、
五
世
代
同
居
の
世
帯
数
は
。

②
子
供
が
四
人
以
上
い
る
世
帯
数
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
①
四
世
代
同
居
は
百
五
十
一
世
帯
、
五

世
代
同
居
は
一
世
帯
で
あ
る
。
②
多
子
世
帯

は
、
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
で
み
る
と
四
人

が
百
三
十
九
世
帯
、
五
人
以
上
が
二
十
八
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

四
世
代
以
上
の
世
帯
や
四
人
以
上
の
子

供
が
い
る
家
族
を
市
で
表
彰
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
も
関
係

し
て
く
る
が
、
福
祉
施
策
の
中
で
何
ら
か
の

形
で
表
彰
す
る
方
向
で
検
討
し
て
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　

◇
活
か
し
て
い
る
の
か
「
し
ま
ば
ら
・

　
　
　

ご
当
地
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　
　

◇
道
の
駅
し
ま
ば
ら
構
想
、
そ
の
後
は

QQ AA QA

QQQ AAA

議員

「
香
港
･
島
原
フ
ェ
ア
」

の
成
果
に
つ
い
て

市
の
表
彰
に
多
世
代
･
多

子
家
庭
も
含
め
て
は

庶民の会
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